
　自称「昭和の人間」押尾　幹と申します。昭和・平成・
令和と3つの時代を送ってきました。さて、66年間、当
町に住んでいる私ですが、なんら魅力のない、ごく普通
の田舎町だと思っていました。還暦になる少し前に商工
会長を拝命したことが契機に、任期6年間で町を再認識
しました。
　海、山、川と豊かな自然が残り、美味しい野菜、肉、
魚があります。歴史ある坂田城跡と県下最大級の梅林、
国の指定重要無形民俗文化財の鬼来迎、屋形海岸、木
戸浜海岸、成田山御本尊上陸地等の観光資源もあります。
ちなみに、元日には屋形海岸と木戸浜海岸併せて3,000
人超の初日の出客がいらっしゃいました。本年の梅まつ

りは1万人超の来場者を見込んでいます。成田空港にも
近く、圏央道の開通も間近になってきました。東京から
高速道路で1時間20分程度、東京駅直通のJR特急電車や
高速バスも走っています。そうそう、町を走る自動運転
バスは最先端ですね。
　こんなに素晴らしい横芝光町。みなさん、もっと発信
してください、魅力ある我が町を。私たち町観光まちづ
くり協会のメンバーはみなさんと共に、多くの観光客で
賑わい、より良い町になるよう活動し、町をPRしてい
きます。

横芝光町観光まちづくり協会　
理事　押尾　幹

横芝光町観光まちづくり協会通信
素晴らしい横芝光町をもっと発信しよう

過激派アジトの発見にご協力ください
●過激派とは
　暴力によって平和で自由な社会を破壊転覆させようとす
る、極めて反社会的な集団です。
●過激派アジトの特徴
　・�独身または夫婦を装い、不特定の者が頻繁に出入りし
ている

　・深夜や早朝に人の出入りが多い

　・来訪者に対して、玄関を少し開けて対応している
　・日中でも、カーテンを閉めている
　・居留守を使っている
　少しでも「変だな」「おかしいな」と思ったら、巡回中の警
察官や、最寄りの交番・駐在所、警察署までご連絡ください。

問山武警察署　☎0475-82-0110（代表）

闇バイト
「被害者」にならないために、「狙われない」
ための心がけを

地域安全ニュース

●詐欺や強盗などの犯罪グループに狙われないための
　注意事項
・SNSに個人情報を載せない。特に高級品のPR。
・個人や家族を特定できる写真は掲載しない。
・個人情報について問われても答えない。
・家族、友人以外の訪問者はインターホンのみで対応。
・宅配は「宅配ボックス」や「置き配」を活用。　
●犯人からの電話を受けずに済む設定を
・留守番電話設定をして直接出ない。
・自動通話録音警告機器や防犯機能付きの電話を導入する。
・知らない電話番号からの電話に自分から名乗らない。
●国際電話番号に注意
　近年、特殊詐欺グループは拠点を海外に移しています。
知らない国際電話番号には、出ない・かけ直さないこと。

「加害者」にならないために、慎重に行動する 
情報弱者にならない
　短期間で簡単に高収入を得られるなどの「おいしい仕事」
は、日本にも海外にもありません。

「闇バイト」は、人生を台無しにする法律や社会ルールに反
した違法な行為です。
　犯行グループは、約束の報酬を支払うつもりはなく、都
合よく利用した後で「捨て駒」として切り捨てます。
　たった1度でも手を染めれば、警察に逮捕されるまで都
合よく使われ続けます。得られるものは何もありません。
危ない目に遭いそうになったら相談を
　怪しい情報に出会ったり、万が一関わってしまった場合
でも、立ち止まり相談することで新たな被害の防止につな
がります。勇気を持って警察に相談しましょう。

相 問警察相談専用電話　　　☎♯9110
　　政府広報オンライン　匿名通報ダイヤル
　　　　　　　　　　　　　☎0120-924-839
　　山武警察署生活安全課　☎0475-82-0110（代表）
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